
風力発電施設に係る環境影響評価
の基本的考え方に関する検討会

報告書の概要

～クリーンエネルギーとしての地位を
確立するために～
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１．はじめに

中央環境審議会の答申（2010年2月）において、「風力発電施設の設置を法の対象事
業として追加することを検討すべき」とされた。

（低炭素社会への転換に向けた期待）

• 低炭素社会への転換に当たり、再生可能エネルギーの導入は重要。中でも、風
力発電は、出力が不安定といった課題が指摘されるものの、相対的に発電コス
トが低いこともあり、導入に期待。

（環境影響の懸念）

• 一方、騒音・低周波音に関する苦情、希尐な鳥類の衝突事故（ﾊﾞｰﾄﾞｽﾄﾗｲｸ）、土
地改変に伴う動植物や水環境への影響、景観への影響等の環境影響が指摘。

（環境アセスメントの実施状況）

• 一部自治体においては条例による環境アセスメントが義務付け。また、「NEDO
マニュアル」による自主的な環境アセスメントが実施。しかしながら、条例以外の
アセスにおいては、約1/4の案件で住民の意見聴取手続きが行われていないな
どの課題。
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２－１．我が国の自然環境の状況
•我が国は、幅広い気候帯、大きい標高差、地質的複雑性・脆弱性、高い固有種割合を有し、生態系は
複雑で多様。また、日本列島全体が渡り鳥にとって重要な渡り経路。
→ 風力発電は尾根等脆弱な環境に立地されることから、こうした自然特性を十分考慮する必要。

地点間のデータが連続し
て得られている区間

地点間のデータが２日以
上空いている区間

サシバ
秋期

ハチクマ
春期

国名 森林
面積率

動植物の固有種割合

ほ乳類 鳥類 は虫類 両生類 維管束
植物

日本 68.2% 22% 8% 38% 74% 36%

ﾌﾗﾝｽ 28.3% 0% 0% 3% 9% 3%

韓国 63.5% 0% 0% 4% 0% 8%

ｽﾍﾟｲﾝ 35.9% 0% 2% 21% 14% 19%

ｲﾀﾘｱ 33.9% 0% 0% 3% 29% 13%

英国 11.8% 0% 0% 0% 0% 1%

ﾄﾞｲﾂ 31.7% 0% 0% 0% 0% 0%

中国 21.2% 0% 6% 24% 54% 56%

出典 (社)全国地質調査業境界連合会、FAO、WRI、東ｱｼﾞｱ･ｵｰｽﾄﾗﾘｱ地域ﾌﾗｲｳｪｲ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ、環境省 2



２－２～２－３．地球温暖化対策等との関係、導入状況

出典：NEDOホームページ

•温室効果ガスの削減目標の達成や東日本大震災を受け、再生可能エネルギーに対する
期待が高まっている。

•今後の風力発電は、透明性の高い環境アセスを適切に実施し、より環境保全への配慮を
図ることで、再生可能エネルギーの導入促進や地球温暖化対策を推進していくことが重要。

•2009年度に新たに30.6万kW（152基）が稼働を開始、2009年度末までに導入された風力発
電は219万kW（1,683基）。また近年、一基当たりの定格出力、一事業当たりの総出力とも、
大型化の傾向。
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• 「エネルギー基本計画（2010年6
月閣議決定）」

2020年までに一次エネルギー
供給に占める再生可能エネル
ギーの割合を10％とする目標

• 「中長期の温室効果ガス削減目
標を実現するための対策・施策
の具体的な姿（中間整理）
（2010年12月）」

2020年までの風力発電の導入
量として1,131万kWを見込む

＜再生可能エネルギーの導入目標等＞
＜我が国の累積の設備容量及び基数の推移＞
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３．風力発電事業による主な環境影響の状況(1/2)

64か所の風力発電所において苦情等が発生

総出力別の苦情等の発生状況（最寄り苦情者
宅までの距離が600m以内）：
•5,000kW～1万kW ： 27％で苦情等が発生
•1万kW～1.5万kW ： 38％で苦情等が発生
•1.5万kW～2万kW ： 44％で苦情等が発生
•2万kW～3万kW ： 69％で苦情等が発生

風力発電所から最寄り住宅までの距離：
•300m未満 ： 107か所（28％）
•300m～500m ： 91か所（23％）
•500m～1,000m ： 112か所（29％）
•1,000m以上 ： 72か所（19％）

○騒音・低周波音

出典 環境省

B風力発電所 C風力発電所

D風力発電所

A風力発電所

○景観

眺望景観の中で複
数の風力発電所が
視認される例（下）

近隣の住宅から見
た風力発電設備の
例（右）

13

33
38

30 30

15 14 11 8

42

15

44

7

15
9

4 4

6
3

2
2

8

2

2
6

17

12
7

3
8

3
2

2
2

4

1

1

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

1,000kW以上

500kW以上～1,000kW未満

20kW以上～500kW未満

（ｍ）

（箇所）

施
設
数

（定格出力）

6

17
12

7
3

8
3 2 2 2 4 1 1

4

7 15

9

4

4
6

3 2 2

8

2 2

13

33

38

30

30

15
14

11 8

42

15

4

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 
20kW以上～500kW未満

500kW以上～1,000kW未満

1,000kW以上

（ｍ）

（箇所）

施
設
数

（定格出力）

（いずれも愛媛県佐田岬）出典 環境省 4



 

28

12

6

24
17 18

39
38

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

（個体）

可能性が高い

死因判明

可能性が高い 

要因判明 

３．風力発電事業による主な環境影響の状況(2/2)

○土地改変（動植物・生態系への影響、水の濁りの影響）

尾根等での風
力発電設備、建
設に伴う道路付
設等により、自
然環境への影
響や土砂流出
等の懸念

出典 当該風力発
電所に関する
ホームページ

○バードストライク

出典 環境省

判明している限り、オジロワシ（※）の傷病原因の第２位が「風車衝突」（北海道内）

（参考）
土地改変面積の
スケール感

・風力発電１万kW
当たり５ha前後

・火力発電15万kW
当たり3.3ha程度

出典 環境省

※オジロワシは、絶滅危惧ⅠB類（環境省レッドリスト）、国内希尐野生動植物種（種の保存法）、天然記念物（文化財保護法）に該当。 5


